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現代階級論の一つの潮流について
-RobSteven氏の批判によせて－
大 橋 隆 憲
I
個人の自由を重視し，社会階級というような集団に拘束されることを好ま
ず，頭から社会階級の意義を認めようとしない考え方もあるが，社会階級の存
在を認めるにしても，結局は個人間関係に還元してしまう考え方と，社会階級
それ自体の客観的存在を重視する考え方とがある。本稿は後者の考え方に立つ
論議を問題とするが，後者の考え方をとるにしても， 自己と階級とのかかわり
方に，あるいは階級間関係（支配関係，対立関係，同盟関係，等）に，政治権力と
社会諸階級の関係に，等々，何処に焦点をおくかで問題は多様である。そのど
れを問題にするにせよ，諸階級の境界(上限と下限）とその構成要素を抽象的理
論的に明確にする理論的諸規定が必要であるばかりでなく，その大いさを具体
的数量的に明らかにする指標的・技術的諸規定が必要である。
社会集団を問題にする場合， これら諸規定の一般的関係（理論的概念と指標的
概念との関係)は統計集団を問題とする統計学ですでに論議ずみと見なし，本稿
では，われわれの作成した戦後日本の階級構成（｢日本の階級構成｣岩波新書,1971
年刊， 84-85ページ所収）に対する直接的批判を内容とするロブ・ステイーブン
氏の「現代日本の独占資本主義と階級構造｣ﾕ)(1976年)を紹介し論評することと
したい。しかしそれを行うにしても批判対象となったわれわれの表を示してお
1)RobSteven,MonopolyCapitalismandClassStructureinModernJapan.1976
(PresentedtoNewZealandPoliticalStudiesAssociation.）
1
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くことが必要であろう。本稿の階級構成表（第1表）では， 1975年の数値をつけ
加えておいたほかに， 「現代世界における日本資本主義の位置」の明示を試み
た諸統計（第2表以下第6表の1-8まで）および全独立国の15オ以上人口におけ
る文盲人口推定表（第7表）をつけ加えておいた。うち若干はすでに「戦後日本
資本主義の階級構成」（有斐閣，「新マルクス経済学購座」，第6巻， 1976年刊）に収載
したものもあるが，その後の公表資料により，何れも訂正した数値である。し
たがって本稿に収載する諸資料が，従来の公表資料に比べ資料的にはより正確
である，といわねばならぬ。
以上のごとく，われわれは統計資料の吟味・批判・組替えから出発し，われ
われの階級論を現実に即して再構成しようと努力している。われわれの階級論
の理論構成の歩みは遅々として，未だ決定版に達しえていない。
このようなわれわれの方向とは逆に；出発点において，抽象的・理論的諸規
定の積み上げによる階級論の論理構成が先ず必要であり，これなしには，統計
資料の組み替えも「無概念」的な「数字の遊技」にすぎない，とする主張があ
る。現在では，このような立場と方向での，理論的規定の積み上げとしての階
級論が内外ともに盛んである2)。われわれもまた，理論的諸規定と技術的諸規
定との関係では，前者が基礎的であり，基準であることを認める。しかし，現
代階級論の諸潮流の論争が理論次元で決着のつくまで，統計資料の組替え作業
が無意味であるとは思わない。むしろ，統計資料の組替え作品にこそ，その前
提とする理論の馬脚が現われていて，前進の契機がある。その意味でも，ロプ
・スティープン氏の「現代日本の独占資本主義と階級構造」を紹介しておくこ
とは，きわめて有意義であると思う。
2)たとえば，田中学「日本資本主義の階級関係ー 歴史と現状」（「経済学批判」 I.,社会
評論社1976年1月刊，所収）, Michael Neumann, Methode der Klassenanalyse, 
1976., A・ギデンス「先進社会の階級構造」（邦訳，市川統洋，みすず書房， 1977年1
月刊），最近の MarxismTodayにおける論争， "Classand Class Structure"を
ぐるもの， SebastianHerkommer・(Feb. 1976), Gavin Mackenzie (Mar, 1976), 
等をみよ。
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第6衷の 1 経済洒動人口の産業別構成変化推定擬
19 {0.02) 
44 0.1 
~ 
第6麦の2 経済活動人口の産纂別構成変化推定襄
総人口 経済活蒻人口 巖用 I 鉱 業 採 石 霙
摘 要 合 計 露 主 羅用者 家艇従業者 その倫
疇158A,0Iヽ韓B罹．以IB/A(%) C C/8(%) D D/8(%) E E/8(%) F F/8(%) G G/8(%) H H/8(%) 総 It 39.4 317, 臼6 算.5 8,091 1.0 859 0.1 6,974 0.9 165 (O.OJ) 93 0.01) ！ 1 It 38.t 119,635 22.6 3,538 0.7 771 0.2 2,608 0.5 152 (0,03) 7 (0.00) ． アジア 95 62,972 17.3 1,434. ••• 227 0.1 1,143 0.3 59 (0.02) 5 (0.00) 
九 T フリカ 37.4 18,546 19,2 鑓3 1,0 201 0.2 732 0.8 20 (0.02) (O.Z) (0.00) 
六 ラテン・アメリカ 208, 鑓S飢ヽ 0 33.2 38,055 5ヽ.8 1,149 1,7 143 0.5 731 1.1 73 0.1 2 (0.00) 
〇 その Il. 581 153 26-3 62 40.5 2 1,3 (0-4) (0.3) 2 1.3 (0.1) (0.1) (0.00) (0.00) 
年 計 651,453 274,564 ,2.1 198,00l 12, 1 4,553 1,7 88 0,1 4,366 1.6 13 (0.00) 86 (0.03) 
代先
主i,)、 It 1ヽ8,706205,228 42-9 151,709 73.9 3,048 I.& 64 (0.03) 2.895 U I (0.01) 18 0.1 
切遠 アメリカ合東l 179, 立369,lf17 39,0 57,796 82.7 715 1.0 鵡 (0.04) 626 0.9 I (0.00) “ 0.1 頭 国 B * 93,419 .t.t,028 47.] 23,575 53.5 538 1.2 16 (0.04) 515 1.2 7 (0.02) (0.04) (0.00) 他 1!1カ国 323 44.3 70,338 77.0 1.795 1.9 20 (0.02) 1,754 1.9 3 (0.00) 18 (0.02) 
その他の先逮国 336 39.9 46,292 66.8 1,505 2.2 24 0:1 1,471 2.1 2 (0.00) 8 (0.01) 
総 “ 36.9 395,329 44.5 6,960 0.8 574 0.1 6, 碑 0.7 83 (0.01) 34 (0.00) 
ーJ開髭ア 針ジ ア t. 躙，磁 576,916 34.3 153,3闘鵡.6 3,576 0.6 505 O.l 2.985 0.5 73 0.01) 13 (0.00 '・"'謁 370.783 3,-7 80,394 21.7 1.687 0.5 181 0.1 1,467 0.4 36 (0.01) 3 (0.00) 九 アフリカ 308,61ヽ 118,815 38,5 23,941 20.1 1.163 1.0 2(1 0.2 888 0.8 27 (0.02) 7 (0.01) 
七 ラテン・アメリカ 273, 鯰681,098 31,8 48,965 56.2 724 0.8 83 0.1 6鵡 0.7 10 (0.01) 3 (0.00)  
〇 その維 lS9 210 27-7 56 26.7 2 1.0 (0-3) (G.1) 2・1.0 I 10.06) 10.02> (0.01) (0. 
年 計 726,171 3!0,689 42.8 241,973 77.9 3.384 1.1 69 (0.02) 3,284 1.1 10 (0.00) 21 0.01) 
代先
主:I,Jヽ It 鑓l,OIS232,853 43.8 185,967 79.9 2.135 0.9 45 (0,02) 2,063 0.9 8 (0,00) 19 (0.01) 
餌遠 ァ，，リカ合衆国 205、算985,903 41,8 77,310 90,0 531 0.6 14 (0.02) in• •·• I (0.00) 
頭 国 ＂＊ IOl,'65 53,321 50.9 33,8霞 63.6
223 o.、8 (0.02) 212 0.4 3 (0.01) 
他四カ国 "'・"' 93,629 42-4 74,759 79.8 1.381 1.5 お (0.02) 1,335 1.5 4 (0.00) 19 (0.02) その弛の先道国 195.1篇 77,836 39.9 56,006 n.o• t. 碑 1.6 24 (0.03) 1,221 1.6 ● (Q,00) 2 (0.00) 
（単位1,000人）
注） ILO,Yu, lloNol .... S~<I• ,;bZA/1 I岨ー四坪瓢¢ょり全鯰.,1,.会JC叫•鯰く）田-•m«印•'恨界人口年鑑により槌定畠"
?
現代階級論の一つの潮流について（大橋） 41S 
第6衷の3 緩済活動人口の産業別構成変化推定襄
総人口 経済i&勁人口 lil 用者 製 造 業
縞 要 ＾ ロ 計 業 主 屈用賓 家縦従業者 その他
＾ 
8 BIA(%) C C/B1%) D D/8(%) E E/8(%) F F/8(%) G G/8(%) H 11/8(") 
総 計 ,IMl,025 珈 ,116 39.4 317,636 39.5 116,483 14.5 25,406 3.1 86,597 10.8 3.019 0.4 1.461 o.z 
六ー九 追悶国.t 
at ,. 墨 51認9,552 鵠.I 119,635 22.6 43,137 8.1 20,801 3.9 20,373 3.9 1,837 0.3 126 (0.02) 
アジア 920,131 謁3,418 39,5 62,972 17.3 29,858 8.2 16,598 .ヽ6 11,679 3.2 1,546 o., 35 (0.01) 
アフリカ 258,0Iヽ 96,541 37,4 18,5ヽ6 19.2 4,272 ,.、 2,138 2.Z 1,'14 2.0 142 0.2 18 (0,02) 
ラテン・アメリカ 磁．攣 69,'40 33,2 38,055 54.8 8,997 13.0 2,060 3.0 6,715 9.7 149 0-2 73 0.1 
゜その餓 581 153 26-3 62 4.0.5 10 6,5 5 3.3 5 3.2 (0.4) (0.3) (0.03) (O匹）年 It 釦・"'27ヽ,564 42-1 198,001 72.1 73,3'6 鱈.7 4,605 1,7 66.22ヽ 24.1 1,182 0.4 1,335 o.s •·に1鱒..,伝↓． . 榊.: 18,706 鵡s,m 42,9 151,709 73.9 56,957 27.8 3,017 1,5 51,801 お.2 925 0.5 1,208 0.6 切道 179,323 69,817 39,0 57,796 82.7 18,637 26.5 諏 0.5 17,125 24.5 23 (0.03) 1,023 1,5 弧 国 93,419 '4,028 47-1 23,575 53.5 9,552 21.7 847 1.9 8,197 18.6 508 1.2 (0.2) (0.00) 磁 ,91 91,323 4ヽ,3 70,338 77.0 埠,868 31.6 I, 珈 2.0 26 flは 29.0 394 0.4 185 o.z 
13,11 69,336 39,9 46,292 66.8 16,389 23.6 1,588 2.3 14,417 以1.8 257 0.3 127 0.2 
, ..o, 887,595 36,9 395,329 44.5 137,223 15.5 21,912 2.5 107,724 12.1 7,178 0.8 409 0.1 
I, 叩 .. , '76,906 M,3 153,356 26.6 52,039 9,0 17,012 3.0 28,984 5.0 5,899 J.0 14ヽ (0.02)
ー開且貞 ア ジ ア 1,091,036 370,783 33.7 80,394 21.7 33,755 9.1 11,5位 3.1 16,111 U 5,467 1.5 29 (0.01) 
九 アフリカ 磁．“‘ 118,815 38-5 23,941 20. I 5,874 4.9 2,849 2.4 2,817 2., 181 0.1 27 (0.02) 
七 ラテン・アメリカ 213, 鯰687,098 31,8 48,965 56.2 12,396 14.2 2,617 3.0 9,442 10.8 249 0.3 88 0.1 
〇 その紬 霞 210 27.7 56 26.7 14 6.7 4 1.9 8 ・3.8 22 1.0 (0.04) (0.02) 
年 計 726,171 310,689 42,8 241,973 77.9 85,184 27.4 4,900 1.6 78.740 25.3 1,279 o., 寧 0.1
代先 ~主 I Jヽヽ 計 53l,Ol5 232,853 43,8 185,967 79.9 66,405 28.5 3,479 1.5 61,698蒻., 1,034 0.4 194 0.1 1J道 アメリカ合鸞Il 205,399 85,903 41,8 77,310 90.0 21.936 25.5 266 0.3 21.648 25.2 .2 (0.02) 
顧 国
日＊ "ヽ．“ 53,321 50.9 33,898 63.6 13,576 25.6 1,356 2.5 ll,480 21.7 7.f.0 l • .f
111!1カ Il 珈 ,98193,629 42,、74 759 79.8 30,6gJ 33,0 1,857 2.0 28,570 30.S 212 0.3 194 0.2 
その他の先道lil 195,126 11,836 39,9 56,006 72.0 18,779 24.1 1.421 1.8 17,042 21.9 245 0.3 71 0.1 
（単位1,000人）
釦 11.0,Yu,..。,... .,● "" .. 資 1"4-197坪阪によりt.. , ●"'分£RI貞を捻く）'"力凩>Il追＇貴界 Al』年鵞9こよ，)籠と駈JI
第6衷の4 綬済活動人口の産業別構成変化推定衷
総人口 経済話動人口 雇用者
建 設 露
摘 要 合 It 稟 主 冦用者 富康従業者 その飽
＾ 
B BIA(%) C C/8(%) D D/8(%) E E/8(%) F F/8(") G G/B(") H H/8(%) 
総 Bt 9ヽ1,025四,1& 39.4 317,636 39.5 29,486 3.7 4,707 0.6 23,111 3.0 350 (0.04) 652 0.1 
~六九 贅達11 ．国ヒ It 1,38,51 認9,552 38.1 119.635 22.6 9,368 1.8 2,2ヽI 0,5 6,959 1,3 116 (0.02) 52 (0.01) アジア 921, 関9363,、18 39.5 62,972 17.3 ,.980 1.4 I, 認0 0.5 3,245 0.9 吟 (0.03) 16 (0,00) アフリカ おa.01,96,541 37.、18,546 19.2 1,665 1.7 磁 0.3 1.m 1.4 ID (0.01) 10 (0.01) 
ラテン・アメリカ 208,185 鵡,4ヽ0 33.2 38,055 54.8 2,714 3.9 351 o.s 2,330 3.4 1 (0.0i) 26 (O.O<) 
゜その値 581 153 26-3 62 40.5 9 5.9 2 1,3 7 4.6 (0.1) (0.1) (0.1) (0.1) 年 at 152,453 274,564 42,1 198,001 72.1 20,118 7.3 2. 蜘 0.9 16,818 6.1 234 0.1 600 0.2 代先 主~, ,Jヽ at 7ヽ8,706205,228 42,9 151,709 73.9 15,143 7.4 1,918 0.9 12,488 6.1 185 0.1 552 0.3 
切追 アメリカ合衆国 171,3'3 69,877 39.0 57,7鱈認.1 、,302 6,2 733 I.I 3,068 ,., 15 (0.02) 蜘 0.7
頭 国 B * 93,419 ≪,028 47,1 23,575 53.5 2,67'6.1 445 1.0 2,121 4.9 100 0.2 (0,1) (0.00) 倫四カ国 "'・"' 91,323 44,3 70,331 77.0 8,167 9.0 740 0.8 7,291 8.0 70 0.1 66 0.1 その1i1の先道l 173,717 蒻,336 39-9 46,292 66,8 4,975 7.2 Sヽa o.a .. 330 6.2 9ヽ 0.1 4lJ 0.1 
総 It 881,595 36-9 395,329 44.S 36,916 4.2 6,177 0.7 30,105 3.、496 0.1 137 (0.02) 
—九七• 関魯国上 at s1&,906 34.3 153,356 26.6 13,772 2.4 3,166 0.6 10,378 1.8 186 (0.03) 2ヽ (0.01) アジア 370,783 33.7 闘,394 21,7 1.010 1.9 1. 鯰9 0.5 ,ヽ939 1.3 137 0.1 5 (0,00) アフリカ 308,61ヽ118,815 38,5 23,9'.1 20.1 2,ffl 1.9 371 0,3 1,882 1.6 13 (0.01) 1 (0.01) 
そラテン•のアメリ伯カ 273, 鯰7569 87,09218 0 3271-8 7 48,965 56.2 ,ヽ4.76 5.1 鱗4 1.0 3,550 4,1 36 (0,0<) 蕊 (0.03)
゜ 56 26.7 9 4.3 2 1.0 7 3.3 (0-1) (O.l) (0.03) (0.01) 年 at 121,11 310,689 42-8 241』73 77.9 23.143 7.4 3,011 1.0 19,727 6.3 310 0.1 95 (0,03) 代先 主i小 It lil,OIS 匹 ,853 43.a 185.967 79.9 17,318 7.4 2,335 1.0 14.657 6.3 証7 0.t 69 (0.03) Il遺 アメリカ合衆国 幻I,鶉985,903 41,8 77,310 90.0 5,223 6.1 701 0.8 4.4闘 &.3 27 {0.03) 
頗 国
日＊ IOl,15 53,321 50.9 33,898 63.6 3.979 7.5 ns 1.、3,092 5.8 169 0.3 
倫四カ国 鯰0,981闘．認9 42-4 74,759, 79.8 8,116 8.7 916 1.0 7.070 7.5 61 0.1 69 0.1 
その他の先遠国 195.lH 11,836 39.9 58,006 72.0 5,825 7.5 616 0.9 5,070 6.5 53 0.1 Z6 (0.03) 
1£)11AYm .... ,r...,_ ・"'~"". 費,.. ←'"'"'贔"が9全鯰叩"'分£All!を応） "'カ国、Ill週 •11'界AU年鑑により羅定鼠lt
，?
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第6婁の5 経済洒動人口の醗業別構成変化推定衷
第6麦の6 経済活動人口の産霙別構成変化推定襄
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雇 JI 者 富箪槌露者
F F/B(l!) G G/B(ll) 
製IO調ヽ.7 & 667 0.7 
7 210 I.、2817 0.5 
..... 1.0 2.451 0,7 
1,096 I.I uo 0.3 “畠 3.9 125 0,2 
• 2.0 1 o.& 
30四 11.2 2.740 1.0 
25.175 12.3 •• .. 7 1,1 
12.076 17.3 244 0,3 
,ヽ393 10.0 1,263 U 
8 706 9.5 740 0,8 
6 662 8.1 、93 0,7 
62 666 8 0,7 
10箪 1.93 032 o.s 
&.233 U 2,429 O,& 
1,367 1.2 292 0,2 
4.288 、.9 310 o., 
4 1.9 1 o.s 
41774 12, ヽ 3 緊~1.1
34,179 Iヽ,1 2.749 t.2 
17.542 20., 318 o.、
s .. 12,& 1.725 3.2 
9 9 o. 706 0.8 
7.595 ••• 615 0,7, 
その鍮
H HIBi"' 
827 0.1 
69 (0.01) 
14 (0.00) 
13 (0.01) 
42 (0,06) 
0.03) (0.01 
758 0.3 
7ll 0.3 
624 0.9 
(O.l) (0.00),. 
87 0.1 
47 0.1 
92 f0.02 
82 (0,01 
21 (0,01) 
10 (0.01) 
SI 0,1 
0. 田） (O.Oll 
110 (0.04) 
91 (0,04) 
91 0.1 
19 (0.02) 
註） JLO, Yu. .... ol ........ ,. . ,.;, IA裏匹—""年瓢により全11_.lll(ll会主義国を緯()11.. llltllll!'籠買人口年鑑により塁l!区It
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第6襄の7 経済活動人口の臨纂別構成変化推定衷
総人口 経済話動人口 Ji! 用者 運輸・倉庫・通信集
縞 要 合 ＂ 業 主 雇用者 家緩従露者 その籠噸寵/A(%) C C/8(%) D DIDI") E E/B(ll) F F/8(%) G G/8(賢） H H/8(%) 総計 39.4 317,636 39.5 2<,050 3.3 3,835 0.5 21,716 2.7 2'6 (0.03) 253 (0.03) ！ 閲 計 鵠.1 119,635 22.6 11.033 2.1 2,930 0.6 7.915 1,5 153 (0.03) 35 (0.01) 一 アジア 395 62,972 17.3 6,367 1.8 1,963 0.6 4,265 1.2 126 (0.()(1) 13 (0.00) 
九 アフリカ 258,07、96ぷI 37.4 18,546 19.2 1,740 1.8 螂 D.4 1,302 ,.、 21 (0.02) 9 (0.01) 
六 ラテン・アメリカ 208. 蒻569,4.0 33.2 鵠,055 54.8 2,919 ,.z 557 0.8 2,3ヽ3 3.4 6 (0.01) 13 (0.02) 
〇 その絨 ll 153 碑 3 62 40.5 1 4.6 2 t.3 & 3.3 (0.1) (0,1) (0. 臼l(0.01) 
年 It 岱z.m174,564 42, I 198,001 72.1 15 017 5.5 螂 0.3 1a.ao1 &.o 93 0.1 218 0.1 
代先 :主Iヽl 計 1ヽ8,躙 205,228 42,9 m,709 73.9 11,099 s., 518 0.3 10,333 5.0 60 (0,03) 199 0.1 
切道 アメリカ合拿国 171,123 69,871 39.0 57,796 82.7 3.715 5.3 172 0.3 3, 鵠I U 6 (0.01) 156 0.2 
販 国 B * 91,、19.4,028、7-l. 23,575 53.5 2,241 5.1 60 0・1 2,158 4.9 23 0.1 (0.03) (0.00) 紬四カ国 碑．＂‘ 91,323 、4-3 70,338 77.0 5,143 5.6 磁 0.3 、,783 5.2 31 (0.03) 3ヽ 0.1 
その饉の先l1国 173,7ヽ7饒,336 39,9 46,292 66.8 3,918 5.7 317 0,6 3.、79 s.o 33 0.1 19 0.03 
総 計 ．磁,136887,595 36,9 蕊 ,329、1,5 32,889 3.7 4.918 0.6 27 525 3.1 339 0.04 07 0.01 
-七九 l 魯上国
計 lん82,謁 $75,906 34,3 153,356 26.6 15,388 2.7 3,7鎚 0.7 11,29嶋 z.o 2≪(0.04) 52 ID.Oil 
アジア 1,0H,IDI '.f0,783 33,7 80, 緊M 21.7 9,421 2.5 2,439 0.7 6.ffl 1.8 191 (0.05) 19 (0.00) 
アフリカ 墨 .1,118,IIS 38-S 23.941 20.1 Z.259 1.9 532 o.& 1,692 1,4 25 (0.02) 10 (0.01) 
ラテン・アメリカ 273,11 87. 螂 31,8 48,96S 56.2 3,699 U 825 1.0 2,823 3.2 (028 .1) (0O •• 03I) ) I (02.03• ) ,(o0.030tl ) 
゜その他 759 210 27.7 56 26.7 9 .ヽ3 Z 1.0 7 3.3 年 計 126,171 31●, 189 42,8 241,973 77 .9 17.501 5.6 1,120 o.、16,231 5.2 95 (0,03) && (0.02) 代先 主:I9』ヽ計 日J,(U5232,853'3-8 185,967 79;9 12.926 5.6 匹 0.3 12,197 &.3 60 (0.03) 45 (0.02) 
枷遠 アメリカ合素Il 磁 ,39 85,903 1ヽ-8 71・310 90,0 .ヽ275 s.o 178 o.z 4,034 .ヽa 13 (0.02) 
11 国
日＊ 104,65 53, ねI 50,9 33,898 63.6 3,235 6.1 ● 2 0.2 3,119 5.9 24 3 (0.0402)  
飴 1!1カ国 20, 閲I93,829 42.4 74,759 79.8 s.、16 5.8 35ヽ 0.4 4, 叫 5.3 45 0.1 
-I.-」その他の先追国 195,125 71,836 39,9 56,006 12.0 ,ヽ575 5.9 、獣; 0.6 4,034 s.a 35 0.1 10 0,01 
霞） ILO, 匹庇…ーui,;;,S,.oio<iaZA表""—'"'皐塁により、"11111'1紐鵬,.... , .... 血匹 9ー董界人口輝"より匹、I
第6衷の8 経済活動人口の産業別構成変化推定衷
サービ，• 業
合 計 業 主 冦用者 玄旗従霰行 その他
D D/81"1 E IE/Bl") F F/81"1 G G/81") H H/81%1 
101,393 12.6 18,305 2.3 79 559 9.9 2 800 0.3 919 0.1 
"・'"・"'8.9 12 327 2.4 32 845 6.2 1,635 0.3 13ヽ (0.03)
•• • 31,028 8.5 9,773 2.7 19,728 s., 1,485 o., 42 (0.01) 
5,535 5.7 6ヽ0 o., ，ヽ769 4.9 93 0.1 33 (0.03) 
10,359 IU I, 的9 •• , 8,335 12.0 55 0.1 59 0.1 
19 12.、 s 3.3 13 8.5 1 o.& CG.I) (0.03) 
54,4S2 19.8 5,978 2.2 45 724 17.0 965 0.3 785 0.3 
42,126 20.5 ,ヽ697 2.3 35, 闘417.5 , .。 725 0,3 
17,328 24.8 1,781 2.5 14,880 21.3 93 0.1 57ヽ 0.8
6,505 Iヽ.8 1,035 ,., 5,150 11.7 320 0.7 (0.1) (0.00) 
18,293 20.0 1,881 2.0 15 924 17.4 336 0.4 152 0.2 
12,326 17.8 1,281 1.9 10 770 15.5 216 0.3 59 0.1 
133,714 IS.I 16281 1,8 Iヽ 57012.9 2 373 0.3 480 o. 1 
59,321 10.3 9 278 1.6 48 489 8.4 I 347 0.2 207 0.1 
33,988 9.2 5,873 1.6 27,039 7.3 1,013 0.3 61 (0.02) 
8,!M3 ,.. 177 0.7 6,003 s.o 128 0.1 35 (0.03) 
18,381 21.1 2,627 3,0 15,440 17.7 206 0,3 lll 0.1 
8 3.8 I 0.5 7 3.3 0.2 (O,l) (0.03) (0.01) 
74.393 23.9 7 013 2.2 66 081 21.3 I 026 3 273 0.1 
57,454 24.7 5,521 2.4 50,830 21.9 803 0.3 150 0.1 
25,557 29.8 2,129 2.5 23,323 27.2 115 0.1 
10,390 19,S 1,436 2.7 8,、8316.0 ... 0.8 
21,517 23.0 1 956 2.1 19 159 20.5 242 0.2 160 0.2 
"'・'" 77,836 .. , 56,006 72.0 16,929 21.7 1.492 1,9 15,101 19.、223 o., 113 0.1 
lt)ni>,Y-珈.., .. , s血•出...貴叫—'"'匹,:より全樟立国（社会主I町偉く）""印匹『籠界人口年鑑"より位這迅ヽ t
11 
418 闊西大學「継清論集』第26巻第4・5合併号
第7表全独立国の15オ以上人口における文盲人口推定表 (1970年代初頭）
（単位 1,000人）
総人口 経済活動人口 15オ以上人口 文盲人口
摘 要
IB（彩/A） IC（％/A ） D(96IC ) A B C D 
総計
1,434言磁 40.7 866,377 39.0 
開 計 568, 34.2 56.6 523,755 55.5 
発アジア 370, 34.1 57.1 374,266 60.3 
途ァフリカ 54.1 105,512 64.2 
醤ラテン・アメリカ 86,608 31. 7 57.7 43,937 27.9 
その他 188 26.8 52.4 40 10.9 
計 305,057 42.2 524,394 72.6 
先
主要 小 計 228,198 43.3 387,694 73.6 
進 六 アメリカ合衆国
82,897 40.8 145,312 71. 5 
ヵ日本 52,948 51.1 78,897 76.1 
国
国他四カ国 92,353 42.0 163,485 74.4 
その他の先進国 76,859 39.3 136,700 69.9 
社会主義国 I1, 141, 5571 560, 948149. 1 I 753, 6501 6. o I 324. 151I 43. o I 
注）平凡社「世界大百科年鑑1976年版， ILO「国際労働経済統計年鑑」 1972-1974年
版，国際連合「世界人口年鑑」 1970-1974年版による。
Il 
われわれの側で作成した「戦後日本の階級構成」（第1表）については，今回
は1975年まで延長したとはいえ，基本点についてはすでに議論もあったしa),
「現代世界の階級構成と日本の位置」（第2表から第6表）でも，不満足ながら私
見を述べたことがある4)ので，ここではロプ・スティープン氏の批判に対し若
干の弁解（とした方がよい）をしておくだけとしたい。
3)木下滋「社会階級構成表研究の成果と課題」（経済統計研究会編，「社会科学としての
統計学（産業統計社， 1976年刊，所収）
4)拙稿「現代世界の階級構成と日本の地位」（新マルクス経済学講座，第六巻，有斐閣，
1976年刊，所収）
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ロプ・スティーブス氏によれば， 「ルイ・アルチュセールの著作5)は， 発達
した資本主義諸国の階級分析に対して大きな影響を与えてきたが，それは主と
して西欧先進諸国の諸階級と階級闘争の理論e)に対して」であって，自分の知
るかぎり，日本はまだ「アルチュセール革命」の影響をうけていない国の一つ
で，「現代日本の階級分析にアルチュセール的洞察を試みた者はまだいないよ
うに思う」としている。
アルチュセールのマルクス階級論に対する最も重要な再発見は，諸階級が，
経済的，政治的，イデオロギー的諸要素から成ること，これら三つの“領域”
は，資本家的生産様式の下では，相互に，相対的に自立性をもっていること，
ただし，経済的要素が「最終審級における決定者」である，というのである。
このような考え方のアルチュセール派の著作のもつ欽陥の一つは，独占資本主
義の経済的領域が，競争資本主義のそれと質的に異ることを認めようとしない
点にある'1)' とロプ・スティープン氏はいう。
ロプ・スティープン氏の意見によれば，価格と価値の関係から説き起すので
あるが，結局はエルンスト・マンデルの理論s)に依拠し，独占段階においては
二つの労働生産性，二つの剰余価値率，二つの利潤率が並存しているとし，独
占部門と非独占部門とを区別し，独占段階における搾取と収奪の特質を明確に
しうる部門分割を貫いた階級構成表を作るべきだ，というのである。
アルチュセール派の認めないもう一つの重要な点は，独占資本主義において
5)アルチュセー ル，「甦るマルクス」 I,I, 人文選書， 1968年刊。「資本論を読む」合
同出版， 1974年刊。 「レー ニンと哲学」人文選書， 1970年刊，から「哲学と学者の自
然発生的哲学」，「自己批判の諸要素」（福村出版）で主要著作はほぽ邦訳された。
6) Nicos Poulantzas, Les classes sociales dans le capitalisme aujourd'hui, 1974., 
Classes in Contemporary Capitalism (Translated by David Fernbach, N.L.B. 
1975)., G. Carchedi, Reproduction of Social Classes at the Level of Production 
Relations (Economy and Society, Vol. IV, No. 4, Nov. 1975). 等。
7)この批判はプーランツアス自身には当らない，とスティープン氏は註をつけている。
8)エルンスト・マンデル「現代マルクス経済学」 I-IV,邦訳，東洋経済新報社， 1974
年刊。
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は，経済の領域からの政治的・イデオロギー的領域の自立性が弱くなっている
という点である。つまり，一つの経済で独占の程度が大きくなればなるほど，
政府部門の絶えざる膨張なしには，失業の危機を避けることがますます困難に
なる。政府は第1I部門として，第I'第I部門によって一般化された危機のシ
ョックを吸収し，代価を支払うかぎり，政府は資本家的生産の一部分なのであ
る。イデオロギー的領域でも同じことで，競争資本主義の下でよりも独占資本
主義の下では，経済領域からのイデオロギー的領域の自立性は弱化している。
にもかかわらずアルチュセール派は一国の階級構造の完全な分析には，経済
的，政治的，イデオロギー的諸要素がそれぞれ相互に自立性をもつことを重視
すべきだと強調する，と氏は批判する。
ロプ・スティープン氏は以上のごとくアルチュセール派を批判するが，つづ
いて， 「私の論義の焦点は，現代日本における搾取階級と被搾取階級との区分
は，単に剰余労働の資本家的取得を示すだけでなく，独占資本家層の超過利潤
の取得は，非独占部門の労働者と資本家との犠牲によるものだ，ということを
示すことにある」という。そして独占と非独占を区分する指標として企業規模
別分類の観点を貫くべきだとしている。ところが日本のマルキストは経済ベー
スでの企業規模別分類の観点を重視しないために，大企業労働者の賃金，雇用
条件，福利施設は，下請小企業労働者のそれに比べ質的に勝れているにもかか
わらず，民間部門のすべての被雇用者が，あたかも単一のプロレクリアートで
あるかのごとく表現している，と批判する。
ロプ・スティーヴン氏によれば，現代日本の社会的分裂の最も重要な決定因
子は企業規模格差であり，大企業労働者の中で革命的意識が欠けているのは，
誤った意識からではなく，非独占部門の犠牲による独占的剰余の配分にあづか
っている結果であり，客銀的基礎があるのだ，としている。以上のごとく，第
1表のような階級構成表は，資本主義一般の階級構成の表示でありえても，独
占段階の特質を示すものではない，と批判している。
以上の批判は至当であり，われわれもまたそのような欠陥をもつことを充分
14 
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承知しているが，日本の労働力人口の全貌がまづ必要であり，そのために国勢
調査報告を必要とするが，それは企業規模別を知る手がかりを何も示していな
ぃ。規模別表示の前段としての意義を第1表に認めるだけだ。
独占と非独占の区分指標となりうるか否かとは別に，規模別指標が一般に必
要とされていることは， 「1970年人ロ・住宅センサスのための改訂社会経済分
類の提案9)」（主任報告者はドイツ連邦共和国の L.Herberger氏）をみても明らか
である。この提案によれば，農場主（区分番号1)を大と小に区分し，また経営
者（区分番号6)を大企業と小企業に区分することになるが，こうした量的区分
方式の提案を，日本政府が社会経済分類に採用し，国勢調査報告にその規模別
分類を採用すれば第1表も規模別分類が可能になる。しかし全就業者の区分に
通用する規模別指標に何をとるか，また，大小の境界線をどこに引くか，等，
問題は簡単ではない。独占段階の特質を反映しうる指標の採用も理論的には不
可能ではないが，現実的には今のところそのような期待はもちえない。したが
ってから，事業所統計調査企業編を主軸とする全就業者の所属企業の規模別分
類を考えるほかあるまい。その場合にしても，全就業者の概括的枠組みを見定
めるためには国勢調査報告によらざるをえない。
そのほか全世界についてみれば，改善の必要を感ずる点も多々あるが，各種
の発展段階にある国々の総括上，現在程度の区分でやむをえぬかと思う。参考
までに「就業上の地位と職業別分布から階級構成への組替方式」を国際標準職
業分類 (ISCO)の旧分類によって示しておけば第 8表のごとくである。なお
ISCOの改訂版＝新分類は1969年に発行されたが， ILO,Year Book of Labour 
Statisticsでは1974年頃にほぼ新分類に移行した。第2表にl日分類と新分類の
対照表を示しておいた。今後は新分類によることになる。なお諸表作成につい
9)ヨーロッパ統計委員会および経済委員会， ヨーロッパ統計家会議人ロセンサス作業部
会「改訂社会経済分類の提案」 (Conf.Eur. Stats. wg. 6/114. 5 Jan. 1968,) なお
拙稿「社会経済分類と社会階級分類」（御茶の水書房「社会科学の方法」 1976.No. 6. 
所収）参照。
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第8表 就業上の地位と職業別分布の階級構成への組替方式
麟上の地位業 主雇用者
（曇想告）（職 員
家族
単麟註募羞名）従業者
a b c 
および関連従
その他
および
地位不詳
d 
? ，?
1. 行政的・執行および管理的従事者 I 3 I 2 
2. 書記的従事者 I 10 
3. 販売従事者 I 12 
5. 採鉱・採石従事者および関連従事者
6. 運輸・通信の従事者
7-8. 募齢品駈蒻讐者および他に
9. サービス・スポーツおよびレクリエ I I 13 
ーションの従事者
X. 分類不能の職業の従事者 21 
A. 軍隊 20 
u. 新規求職者・失業者 23 
?
?
22 
?
（注）欄内の数字は第2表から第5表の階級構成推定表の列番号を示す。
ISCO旧分類と新分類の対照表は第2表の第3,4列に収載。
ての技術的手続の詳細は，拙稿「現代世界の労働者階級ー一統計による把握の
問題点」10)を参照されたい。しかしわれわれの分類では，開発途上諸国の土地
所有関係の特質を示していない。それは別に示す以外にはなかろう。ここでは
労働運動やイデオロギー問題との関連で重要と思うので， 1970年代初頭の全独
立国の15オ以上人口における文盲率の概要（第7表）を示しておいた。その面か
らも日本の特殊な地位を確認していただきたい。
10)拙稿「現代世界の労働者階級一統計による把握の問題点」（京大経済学会「経済論双」
第113巻第1号， 1974年1月号所収）
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ロブ・スティープン氏のわれわれの作成した階級構成表に対する批判の要点
は，現段階の階級構成表は独占段階における階級関係の特質を表現するもので
なければならぬ，ということであった。つまり，競争資本主義や資本主義一般
を表現するだけでは不充分で，現段階の搾取形態の特質を表現するものでなけ
ればならぬ，というのである。そしてそのための統計技術的指標としては企業
規模を手がかりとするがよい，との主張である。このかぎりわれわれも同意見
であるが，氏の作成し，われわれの表に対置する第9表「日本の階級構成の要
約 (1968-1970年）」をみながら，考察を進めるのがわかり易いと思う。
氏はまず1968~1970年当時の日本の就業人口（失業者を除く）を 5,000万人余
と捉え（列番号24), それを,(A)プルジョアジー 130万余 (2.6彩）, (B)中間階級
1,730万余 (34.0%), (C)ルンペン・ブロレクリアート3;220万余 (63.4彩）， と三
大区分する。この区分に関するかぎり，旧来の階級構成表とそれほど変った所
はない。しかし，資本家層と労働者階級に）レンペンの形容詞をつけて呼ぶこと
には説明を要するであろう。たとえば，独占資本家眉 (Monopolistfraction) 
に対するに，非独占下請資本家層に相当する部分を）レンペン・プ）レジョア層
(Lumpenbourgeois fractions)と呼ぶことは， 旧来の日本での観念からすれば
疑問をもちうるであろう。経済的に外国資本に従属的で，政治的・イテオロギ
ー的に自主性を喪失している状態に対する特徴づけ（旧中国での買弁資本）とも
読みとれるが，ロプ・スティープン氏の説明をみることとしょう。
まず(A)資本家階級 (B皿屯的函e)でぁるが， 日本を支配する独占資本家層の
17,000人は，資本金10億円以上企業の役員数（法企業統計の役員数と金融保険は事
業所統計の役員数）である。これら役員の経済界における支配的役割を日本を支
配する13大系列や経団連の分析によって，この17,000人を支配的独占資本家層
と見なす（同じベースの資料によれば1975年は25.000人となる）。
問題はルンペン資本家層であるが， ロプ・スティープン氏はフランク氏11)
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第9表 日本の階級構成の要約 (1968-1970)
階 級 構 成 I列番号1実 数 1比 率
(1,000人）（彩）
A プルジョアジー=(1)+{2) 1 1,338 2.6 
(1) 独占資本家層 2 17 (0.03) 
(2) ルンペン資本家層 3 1,321 2.6 
(a) 資本金5千万~10億円未満会社資本家 4 78 0.2 
(b) 高級官僚 5 20 (0. 04) 
le) 資本制農業者 6 323 0.6 
(c')資本制農業者の家族従業者 7 400 0.8 
(d) その他 8 500 1.0 
B 中間階級=(3)+(4) ， 17,319 34.0 
(3) 新中間階級 10 12,155 23.9 
(a) 大企業被雇者 11 8,225 16.2 
(b) 政府被雇者 12 3,830 7.5 
(c) 独立自由業者（非サラリーマン） 13 100 0.2 
(4) 旧中間階級 14 5,164 10.1 
(a) 資本金百万~5千万円未満会社資本家 15 1,727 3.4 
(b) 非法人資本家 16 2,461 4.8 
(c) 中規模農業者 17 476 0.9 
(c')中規模農業者の家族従業者 18 500 1.0 
C プロレタリアート
19 I 32,218 (5) ルンペン・プロレタリアート 63.4 
(a) 下請会社の労働者 20 16,000 31. 5 
(b) 小農とその家族従業者 21 6,018 11.8 
(c) 貧農層 22 8,200 16.1 
(d) 季節・臨時および日雇労働者 23 2,000 4.0 
就業人口 I 24I 50.875 I 100.0 
Rob Steven氏作成のもの（形式は筆者が若干変更）
の用語を採用する，としている。そして次のごとくいう。フランク氏は「外国
の商工業者の道具にほかならぬような階級，それゆえにその利害が外国の商工
11) Andre Gunder Frank, Lumpenbourgeoisie : Lumpen-development : Depen-
dence, Class, and Politics in Latin America (New York : Monthly Review 
Press, 1972.) p. 5. 
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業者と等しいような階級を特徴づけて）レンペン・ブルジョアジーと呼んだ」。
「われわれは“外国”という言葉の代りに“独占＂をおきかえるなら，ルンペ
ンという言葉の適切さが明らかになる。ルンペン・ブルジョアジーの役割は独
占資本家層のそれと同じ利害をもっている。というのは，そのメンバーは，経
済に対して独占資本家層と同じ関係に立っているだけでなく，独占資本家層の
実力は，政府の政策をして彼らを独占資本の道具として機能させることができ
るからである。彼らは独占の搾取から直接的に，あるいは多額の利益を得てい
るわけでないが，また独占の主要な犠牲者でもない。しかし彼らは独占資本家
層の充分な支柱である。というのは彼らの経済的特典は独占資本家層がその根
幹を決定する政府の政策に直接的に依存しているからである。）レンペン・プル
ジョアジーは，政治的領域の効果によるところがきわめて多いし，また，その
経済的特典は，独占資本が広い民衆的基礎を必要とするところから付与されて
いるのである。経済的に彼らが独占資本家層と区分される点は，その成員が自
己の組織の外部の人びとを収奪することが少ないこと，その所有資本と企業規
模が小さいことによるものだ」としている。
ところで）レンペン資本家層は四つの層からなる。第 1の層(a)は，資本金 5千
万以上10億円未満の会社役員，約7万8千とされている（同じベースで1975年は約
13万4千となる）。彼らがルンペン・プルジョアジーである所以は， ロプ・ステ
ィープン氏によれば，彼らは政府の恩恵に依存することがきわめて高く，それ
なしには彼らの収益を失うであろうからであるとする。彼らは，政府資金のお
こぼれなしでは，免税なしでは，経費増に対する補助金なしでは，方策が立た
ない。彼らは政府の政策を動かすために独占資本に依存するが，独占資本の側
は， “自由”企業体制支持の主張を合理化するために，彼らの支持を是非とも
必要とする，というのである。
ルンペン資本家層の第 2の層(b)は，高級官僚層である。彼らは絶えず論議の
的になっているが，普通50オ前後で退職して大企業の世界に入る。彼らの給与
と年金は比較的低いが，彼らは退職前に独占資本と強い結びつきを作ろうと努
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力する。彼らは大企業が政府から得ようとするものに対して権限をもつ中心的
人物なのである。これらは中央・地方を合せて約2万人である。ロプ・スティ
ープン氏によれば， 「大橋は， これらを独占資本家層と共に支配階級に入れて
いるが，彼らは退職するまで，独占企業の株式も持たず，経営にもたずさわら
ないのだから，また，彼らは政府が吸いあげた剰余金を使用して独占資本の機
能の遂行を助けるだけだから，私はむしろ彼らをルンペン・ブルジョアジーに
分類する方がよいと思う」といっている （私見は下部構造と上部構造のセクター 区
分をし，共に支配階級とする方がよいと思っている）。
ルンペン資本家層の第3の層(c)は2ヘクタール以上所有する32万余の農家と
(C')その家族従業者40万人である。「これがルンペン・プルジョアジーに属す
る所以は，・農業協同組合を通じて政府から補給金を受けとることによるもので
ある」としている。そして富農層の利害に密着する農業協同組合の綜合商社
的性格を分析し，ルンペン・プルジョア農家層は政府の保護と補給金の見かえ
りとして，農村地域において自民党政府の支柱をつとめている，と指摘してい
る。（資本制農業者とみうるかどうか疑問）。
ルンペン資本家層の第4の層(d)は，正確に輪郭を示すことは困難である。彼
らは，専ら資本機能を果す独占体の中の上層監督者，種類わけ困難な大小さま
ざまな企業の経営者や株主で，独占体の利害と結びついている多くの人びと，
相当大きな固定資産の所有者，等である。内輪に見積って50万人はいる，とし
ている。（学校法人，宗教法人，等の上層部など）。
以上の約 134万人が日本の資本家階級であるが，経済的基準を第一次規定と
する。それは大企業における資本の所有と統制であって，それにより彼らは政
府に強い影響を与え，賃金労働者と小商品生産者を搾取する。これらすべての
層がこの搾取から等しい利益をうけるわけではないが，搾取に反対する強力な
理由は何もない。彼らの利害は同じである。彼らが日本の支配階級であって，
国民的剰余の大部分を直接間接に取得する。彼らが国民経済の最も重要な部門
を統制しているので，政府の主要目標は彼らの信頼を得つづけることである。
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ロプ・スティープン氏はさらに「春闘」問題，学歴（教育）問題，等を分析す
るが'(A)資本家階級の紹介については，以上で終ることにしたい。
(B) 中間階級については，戦前にも勝れた多くの分析があるが，なかでも東
洋経済「日本経済年報」第17輯所収の「日本における中間層の分析」l2) (1934 
年）が具体的・数量的分析として勝れた典型を示していた。戦後もいろいろと
試みはあるが，大部分がまだ抽象的・理論的な論議の段階にある。たとえば，
田沼肇，「＜中間階級論＞の展開」 （田沼肇編「現代の中間階級」大月書店， 1958年
刊，所収）13)をみてもわかるし，最近ではロプ・スティープン氏も参考にして
いるカルチェディの「新中間層」の規定についての大論文14)のごとく，まだ
多くの論議がある。しかし現代の中間層の規定の問題は，独占段階に新たに発
生した，いわば「新新中間層」の規定に焦点がある，とみてよいであろう。
ロプ・スティープン氏によれば， 「日本における中間階級を特別に強調する
私の目的は，被搾取階級から，また，搾取階級そのものから，または独占体の
搾取の恩恵にあづかる階級から，主導的搾取階級を分離せんとすることにあ
る。中間階級を特色づける点は，政府に対してほとんど影響を与えぬこと，ぉ
よび，政府からほとんど恩恵をうけぬこと，の二点にある。そのメンバーがど
んな権限をもつかは，主としてその人自身の能力に依存し，その重要な要素は
それ相応の明確なイデオロギーをもっていることである」とする。
この中間階級には二種類がある。一方は賃労働を搾取するには充分である
が，独占資本の強搾取から逃がれるには不充分な資本の所有者のグループであ
る。他方は都市の企業で高水準の職業保障と下請企業の約2倍の賃銀が約束さ
れる教育の所有者である。後者のもつこの幾多の便益が，彼らをJレンペン・プ
12)東洋経済「日本における中間層の分析」（「日本経済年報」第17輯，昭和9年， 第2.4
半期， 1934年8月刊）。
13)田沼肇編「現代の中間階級」（大月書店， 1958年刊）。
14) G. Carchedi, On the economic identification of the new middle class (Economy 
and Society, Vol. 4, No. 1, Feb. 1975) 
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ロレクリアートから区別する指標である。下請企業の資本家と都市大企業の労
働者との，この両者は搾取しながら搾取される階級であるが，搾取形態がちが
う犠牲と受益であるから典型的な同盟関係は成立しない。しかし両者は，仕方
は異るが，独占資本家層から搾取される点で共通利害をもち，社会民主党のな
かで， ともに協働できる。社会民主党のイデオロギーが穏健化しつつあるの
は，新旧両中間階級のあいだの協力が進行している証拠だ」というのが，ロプ
・スティープン氏の意見である。
新旧中間階級の各層に立ち入って紹介することはここでは省略し，ロプ・ス
ティープン氏の特徴的な指摘をあげるにとどめたい。すなわち， 旧中間階級
(B位）たる日本の170万余りの経営者たちは，「1,400万足らずの賃労働者 (C5a
の大部分）から剰余労働を搾取し， この剰余の大部分を独占資本に引き渡すが，
彼らこそ日本社会を特徴づける大量搾取の直接の責任者である」と指摘してい
る。なお新中間階級についても，カルチェディのいうごとく，独占段階に新た
に発生したいわば新新中間層を 1日来の新中間層から区分する観点が必要であ
る。これらについての論議は別の機会にゆずる。
(C) ルンペン・プロレクリアートについてロブ・スティープン氏は次のごと
くいう。「日本で最もひどく搾取されている階級は，古典的プロレタリアート
と決定的に異るから，これを表現するのにルンペン・プロレクリアートという
言葉を用いる。 これは独占資本主義によって作り出された状態の結果である
が，その存在は，工業プロレクリアートのそれと同じ仕方で創出されたもので
はない。それはプルジョアジーを打倒するだけの階級的力量を可能性としても
持っていない」というのである。
「古典的プロレタリアートは，単一の資本家または会社に労働者が大量的に
同時に雇われることによって創出されたものであり，その階級意識の状態は，
資本家階級を打倒する潜在的力量のあることが大経営労働者の協力によって示
されてきた。ところがルンペン・プロレクリアートの場合ーは，大資本家によっ
てその労働力が買われて一緒に集められた人々からなっているのではなく，小
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企業におり，離れ離れの地域におり，独占資本主義の直接の結果として貧困化
した人々からなっている。ルンペン••プロレタリアはプルジョアジーから地理
的に分離されており，それは単に住む場所や教育をうける場所だけでなく，働
く場所も分離されている。彼らが直接的に依存し搾取されている人びとに対す
る反抗は，プルジョアジーに対する反抗ではなく，中間階級に対する反抗なの
である。そして彼らは，このような反抗が彼らの搾取状態を変えうるとは思っ
ていない。彼らが依存している人びと自体がプルジョアジーに依存し搾取され
ていることを知るからである。中間階級に依存し，この階級に対する反抗によ
っては，その依存状態を廃止できないルンペン・プロレクリアートは，中間階
級が革命化するのでなければ，いつまでも反動的であるだろう」と。
なおまた「ルンペン・プロレクリアートのメンバーの特徴は，プルジョアジ
ーや中間階級のメンバーを保障している諸条件を欠く点にある。彼らは，労働
力を買うことを可能にする資本も，包括的な社会保障制度に加入することを確
実にする教育も，ともに持っていない。いくらかの小農や非法人の零細企業の
所有者を別として， Jレンペン・プロレクリアートは自己の労働力を売ることを
頼りにしている。しかもそれは，都市大企業に対してではなく，下請企業に対
してしか売れない。日本のルンペン・プロレクリアートは次の 4つの層からな
る」として，氏は各層の説明に入るが，第9表のCc11)をみてもらうこととし，
ここで説明をうち切ることとしたい。
IV 
以上でロプ・スティープン氏の主張の概要を不充分ながら紹介した。氏は最
後に，「日本経済の最も特徴的なものの一つとして，ブルジョアジーを除いて，
すべての階級の構成員が彼らの働く企業と施設にしばりつけられ，諸階級が統
ーした社会力として行動することを妨げられている」とし， 「終身雇用制は，
中間階級を特定系列企業に忠実な諸グループに分断している。大量の人間，零
細規模，下請企業の大企業への依存，これらすべては，ルンペン・プロレクリ
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アートを，彼らの事業所で出来るわずかな保障にすがりつく冷酷な集団に分断
している。プルジョアジーだけが，自由活発で彼らの利害を調整し，自意識つ
よく協同し活躍している。彼らの支配は，社会公共の目的や他の諸階級の行動
によっておびやかされる兆候もない。経済的基礎が大きく変らぬかぎり，支配
階級も依然として変らぬだろう。日本資本主義は強度に搾取される諸階級を創
出したが，その搾取状態を廃止できるものも，廃止しようと欲したものもいな
かった。しかし中規模企業の労働者の闘志の増大は，変革が搾取序列の最も弱
い環から起るであろうことを示している」と第 1次下請企業以下の労働者の闘
志に期待をかけてロブ・スティプーン氏は結んでいる。
以上，論理構成と詳細な実証資料を省略し，紹介をあまりにも単純化したの
で，，ロプ・スティープン氏には気の毒であるが，しかし氏の主張にはほぼ見当
がついたと思う。大企業被雇用 (B3aー 列番号11)のプチ・プル性は，単に意
識だけのものでなく，経済的基礎をもっている。それは下請企業資本家との共
通利害のほか，猫のひたいほどの土地，．マッチ箱ほどの家，とは云え，その所
有者となる希望と可能性をまだもっている（勤労者財産形成促進法など）。そんな
ものをプロレタリアート（無産者階級）の仲間に入れるべきでない，という氏の
主張は，フ゜ーランツアス， その批判者ライト・15), カルチェディ等の系列にあ
り， いわゆるマルクス主義再吟味派16)に属するものということができよう。
この潮流の規定およびそこにおけるロプ・スティーブン氏の主張の位置づけに
ついては，今後の研究にゆずり，これを以って，一応の責を果したこととした
し‘゜
15) Erik Olin Wright, Class Boundaries in Advanced Societies. New Left Review 
No. 98., July-Aug. 1976. 
16)アルチュセール派，フランクフルト学派，ぞの他各種の新左翼理論など，最近の潮流
をかりにこのように呼んでおく。
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